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るが．外合のεきは一番遠くて天文箪位の七割壇し位の距離になるから前の揚

合に比べるミ約七倍位の遠さになる誕である。それで全面輝いてみる外合の場

合には一番遠く．叉折角近くても内合の場合には全面闇だミいふ課で最も光輝

の大なる時は三日月形に輝いてみる場合に相當するミいふこEは一’Y’驚かされ

るであらう。

夏

野來れば、人は言ふ

ゆるやかに波寄する眸

南國の、腺隅の葉蔭に

涼電らむ。

あるに叉、山；注の

白樺の木立の奥に

塵の世かし1［’し忘れて

笛吹かむ。

s　tllあれご

山荘亡二二の家に

美しき憧れ’にこそあれ

『額に汗ぜむ』われ等にに

はかなくも空しき願なり。

されご二

二らに、な悲しみそ

炎陽s汗の書去れば

大ひなろ星の家

人の世為抱擁むべければ。
　　　　つつ

されば潜、か、る時

湯あみの後の衣も引く

仰げ。夏の夜の大空准。

見よ。南天に銀河すぐ立ち

『大火』ば璽光の如く赤く

『白鳥』舞ひて天頂に歌ふ。

さてま象『織女』S『牽牛』ii：

人の世の慧の守り亡

麗しく向ひて立てり。

夏の夜の星に美し、山es　S

字毎邊の家のなミご要あらめやも。

　　　　　　　　（星見小路）


